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外来種問題シンポジウムに参加 

 11月9日（日）盛岡駅西通りのアイーナで、岩手県立大学総
合政策部の主催で外来種問題について考えるシンポジウムが開
かれました。 
 主催の岩手県立大学は現在調査中のオオハンゴンソウ分布調
査の中間報告、環境省からは外来種の予防対策の重要性が述べ
られ、箱根自然環境保護センターからは箱根の大規模な駆除作
戦の成果が発表されました。 
 盛岡出張所では、２年前中津川を彩る忘れな草の生育をオオ
ハンゴンソウが妨げていることに気付いたことから始まった駆
除のことや、盛岡市内の高校生や地域住民の協力を得ながら活
動の成果をあげている最近の様子を発表しました。ご来場の方
にも今後の活動の協力を呼びかけ、とても有意義なシンポジウ
ムとなりました。 

～外来種駆除問題 未来へ向けて発信～ 

●土に埋まっている種について 

→１０㎝の深さに種がある場合でも、少なくとも３年間１００％の種子が地中で生存している。 

●刈取りによる効果は…無い 

→年１～２回の刈り取りを２０年以上しても効果無し。やはり根から抜くことが大事。 
●新芽は天ぷらにすると食べられる。（盛岡出張所ではまだ食していません） 
●活動を長く続けられるように「楽しんで！」行う。 

深沢紅子画伯が愛した、中津川の忘れ

な草について説明する盛岡出張所長。 

今後の特定外来植物駆除への取り組

みにおいて、地域の方のご理解とご

協力がとても大事であることを述べ

た。 

紫波町 廿木地区築堤工事 
 

を行っています 

新しい排水ポンプ車が 
 

やってきた！（石鳥谷倉庫） 

 河川の氾濫や、道路が冠水したとき被災地で大活
躍する排水ポンプ車。石鳥谷倉庫には上の写真の
ニューフェイス2台がそろいました。 
 
 いざというときに頼れる仲間です。よろしくお願
いします。 

南日詰 

 廿木地区では現在、台風や大雨による洪水などを防
ぐための治水対策事業として堤防の築堤が行われてい
ます。 
 
 周辺にお住まいの方々にはご不便をおかけすること
があるかもしれませんが、早期完成に向けてがんばり
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。 

築堤工事部分 

紫波町南日詰 

北上川 

至盛岡市 

至花巻市 

大巻 

廿木 排水量30m³/
分。発電機と
水中モーター
を備えていま
す。 

シンポジウムで学んだこと★ 
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こちらは最大
で排水量
60m³/分。 
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